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民主党を主体とした新政権による2010年度の予算が成立した。財政状

況が苦しい中で、マニフェストを実行に移すために、種々努力されたと思う

が、内容については賛否両論がある。また、2011年度予算の財政的裏付け

については、これから始まる事業仕分けに期待するにしても、不安があると

言わざるを得ない。現在、国民の多くは将来に対する不安というより、“希望

が持てない”という閉塞感を感じているのではないだろうか。すなわち「安定

した収入と社会保障により、将来への不安が少ない」「次の世代は我々の世

代より、幸せになりそうだ」という自信が持てなくなってきている。

差し迫った課題として、新卒を含めた雇用の確保、年金・医療・介護等の

社会保障の持続性がある。これを解決するには、安定した経済成長を取り戻

し、デフレを克服することが必要である。需要を喚起して、現状の需要と供

給のギャップを小さくすることが言われているが、まずは供給側の主体であ

る企業を強化し、設備や研究開発への投資を増やし、雇用を拡大し、需要

側の主役である個人の消費を増大させるのがあるべき順ではないだろうか。

供給サイドの質を強化し、需要を刺激するのは、企業側の責任である。

時には痛みを伴うこともあるだろう。企業努力によるグローバルでの競争力

の向上と消費者への魅力ある商品・サービスの提供が不可欠である。この

面での政府の役割は、個人や企業の創意工夫を奨励し、公正な競争を促す

「規制緩和の推進」であろう。この点、最近の政府の動きは心配である。

中長期での消費を拡大する重要な方策は、人々の将来への不安を少なく

することである。この面での政治の役割は大きい。財政面の裏付けの乏しい

一時的な給付金や社会保障の拡充では、借金で生活を続けているようなも

のであり、消費を中長期にわたり拡大することは難しい。

今、政治に求められているのは、給付と負担をはっきりさせ、財政再建へ

の道筋を説得力あるものにし、国民が実現を確信できる社会保障制度の形

を示すことであると考える。グローバルでの経済情勢や競争がますます激化

する中で、政・官・民・学の各々の努力と相互の協力により、多くの人々が

将来に希望を持てる国にしたいものである。
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